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論文内容の要旨
【目的】感胃催患後に発症し，鼻炎掃状が消失した後も遷延性に残る嘆覚障害はウイルス性嘆覚障害と呼
ばれている。しかし.その実態に関する臨床的報告は少なく，原因ウイルスは特定されていない。そこで，
その臨床的病態を明らかにする目的で・免疫学的研究を行ったο
【対象および方法】対象患者は19周年1月から1996年12月までの聞に大阪市立大学医学部附属病院耳鼻咽
喉科目臭覚外米で診療を行った患者1456名のうち.ウイルス性峻覚障害と診断された患者266名である。診断
基準は感冒に続発し視診上およびX線上で鼻炎副鼻腔炎や唄裂の閉塞が認められないにもかかわらず喫
覚障害が存在ーし. I喚覚障害の他の原因を除外できる事とした。これらの患者の年齢別性別頻度の調企，月
別発生頻度と感冒液状や神経昨.状をおこすウイルスの分離頻度との比較.ウイルス抗体価の測定，感冒症
状に関するアンケート調査を行った。
【結束】ウイルス性l嘆覚障害は女性に多く特に40代から60代にそのピークがみられた。またその発症季節
は春から夏にかけて多く，インフルエンザウイルス.RSウイルス.単純へルペスウイルス等とは流行パタ
ーンが異なっていた。逆にパラインフルエンザウイルス，アデノウイルス，エンテロウイルス，ポリオウ
イルス等は発症月のパターンが一致しており，中でもパラインフルエンザ3型は最も頬似したパターンを
註していた。ウイルス抗体価の調売ではパラインフルエンザ3型は他のウイルスより陽性率が高かった。
誘因となった感冒症状は多彩であり特徴的な証状はなかった。
【考娯】ウイルス性l暁覚障吉はその病理学的所見で、は嘆上皮に障害があるとされている。本疾患が更年期
の女性に好発することから，性ホルモンと鴫上皮機能との関係が疑われる。本疾患の発症に季節変動があ
ることから，流行李節の異なるものは!京|刈ウイルスの-pJ能性は否定的であり，逆に一致するものは原因ウ
イルスの可能性が疑われる。木炭害、の結果のみから原因ウイルスを指摘することには無理があるが，パラ
インフルエンザ3型はウイルス抗体価の点からも.1惑??の症状が多彩であるというアンケート調査の結果
からも疑わしい原閃ウイルスの1っとして挙げられたQ
論文審査の結果の要旨
感冒催思後に発症し鼻炎症状消失後も遷延する唄覚障者は，ウイルス性嘆覚障害と呼ばれているが.そ
の実態に関する臨床的報告は少なく.原凶ウイルスは特定されていな¥，'0そこで.その臨床的病態を明ら
かにする目的で疫学的研究を行ったc
対象は過去15年閣のl嘆覚障者患者1456名のうち， ウイルス性喰覚障ー害と診断された患者266名である。
その診断基準は，感冒に続発し視診上およびX線上で鼻炎.副鼻腔炎や日奥裂の閉塞が認められないにも
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かかわらず唄覚障害が存在し唄覚障害の他の原因を除外できる事とした。これらのI患患?主、者の年齢別件
度の調査.月別発生頻度と感冒症状や神経症4り以状~配，をおこすウイルスの分離頻度との比較.ウイルス抗体価の
測定，感冒症状に関するアンケート調査を行った。
本疾患は女性に多く，特に40代から60代にそのピークがみられたn 更年期の女性に好発することから.
性ホルモンと嘆上皮機能との関係が疑われた。
本疾患の発症には季節変動があり，春から夏にかけて多く.インフルエンザウイルス， RSウイルス，単
純へルペスウイルス等とは流行パターンが異なっていた。従ってこれらは原因ウイルスである可能性は低
いと考えられた。逆にパラインフルエンザウイルス，アデノウイルス，エンテロウイルス，ポリオウイル
ス等の流行のパターンが一致しており，中でもパラインフルエンザウイルス3型は最も類似したパターン
を呈し，原因ウイルスの可能性が疑われた。ウイルス抗体価の調合ではパラインフルエンザウイルス3型
は他のウイルスより陽性率が高かったの誘因となった感冒症状は多彩で為り特徴的な症状はなかった。以
上の結果のみから原因ウイルスを指摘することには無碍があるが，パラインフルエンザウイルス3型は疑
わしい原因ウイルスの1っとして挙げられたの
本論文は，ウイルス性嘆覚障害に関して，疫学的子法によりその臨床病態と原因について新たな知見を
加えたものであり.著者は博士(医学)の学位を俊与されるに値するものと判定された。
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